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　今月は、水と衛生の月間です。日本では安全な水と衛生的なトイレ
は当たり前になっていて実感がわきませんが、３月２２日は１９９２年１２
月国連総会で定められた世界水の日ですし、ＳＤＧｓの１７ターゲットの６
番目には「２０３０年までにだれもが安全な水を安い値段で利用できるよ
うにする。」と定められているように、世界にはまだまだ水やトイレが不衛
生で命を落とす人、特に子どもがたくさんいます。
　２０００年から２０２０年にかけて、世界の人口は６１.４４億人から７８.８８
億人に増えています。割合で言うと２８％増です。ちなみに日本は２０００
年が１.２６８億人、２０２０年が１.２６３億人ですからほぼ横ばいです。
　自宅で必要な時に入手でき、排泄物や化学物質によって汚染され
ていない、改善された水源から得られる飲み水を利用している人は、
３８億人から５８億人に増えました。世界人口における割合でいうと６２％
→７４％ですから、人数も割合も増えています。
　改善された水を自宅から往復３０分以内で利用している人は、２０００
年も２０２０年も１２億人ですが、割合は２０％から１６％に減っています。
同じ水を自宅から往復３０分よりも長い時間をかけて利用している人は
１億５４００万人から２億８２００万人（４％）に増えました。
　問題は、ここからです。外部からの汚染、特に人や動物の排泄物
から十分に保護される構造を備えていない水源。例えば、保護されて
いない井戸、保護されていない泉などを利用している人です。これは
７億２１００万人から３億６７００万人と大きく減少し、世界人口における
割合も１２％から５％に減少しました。さらに、川、ダム、湖、池、小川、
運河、灌漑用運河といった水源から直接得られる水を利用している人
は、２億４９００万人から１億２２００万人と半減しました。
　こういった安全性に問題がある水を利用している人の多くは、サハラ
以南アフリカ、東アジア・東南アジア、中央アジア・南アジアで暮らして
います。これらの地域でユニセフやロータリアンが水道設備の事業を行
い改善が続けられています。

◆今後の予定
・１４日：藤沢北西ＲＣ 姜　暁涵様　随行者 府中　洋様の卓話となり
ます。
・２１日・２８日は休会です。
・トルコ地震に関する寄付のご案内がありますので、ご寄付のほどよろ
しくお願いいたします。
・３月２０日（月）１６時より、相模原能にてポリオ募金を行う予定です。
会場は相模女子大グリーンホールです。
・４月２７日（木）は黒河内三郎さんの１００歳記念例会となります。うか
い亭にて１８：３０開始予定です。（同日第５Ｇ親睦ゴルフ）
・５月２３日１８：３０開始　相模原西ＲＣとの合同例会（レンブラント７階）
・５月２８日境川クリーンアップ作戦のご参加をお願いします。

　次週３月１４日（火）１１：３０～
次年度理事役員会を開催致しますので、ご参集ください。
　

【モナの丘】
　わたしの農業に寄せる思い
　主題は農業と五感です。そして健康
　農業を通して五感をはたらかせ、気づく力や感じる力を豊かに育む
「五感塾」に癒されます。
　この農園（モナの丘）を始める頃より、農業とはわたし自身にとって
五感であり、土や植物から与えられる様々な刺激によって、忘れかけ
ていた原始の感覚が日々蘇るのを感じております。
　当農園を開園してから二十有余年の歳月が過ぎ、日が経つにつれ
五感への思いが強く、農業は食料を生産する生業としてばかりではな
く、農業が人々に寄与するもっと深い役割があるのではないか、との
確信を持つに至りました。
五感とは
①見てみたい ＝視覚
②聞いてみたい ＝聴覚
③嗅いでみたい ＝嗅覚
④口に入れてみたい ＝味覚
⑤手で触ってみたい ＝触覚

農作業を体験した効果について　～子どもからお年寄りまで～
１．心と体の健康
情報化、複雑化する社会環境にあって、心の開放や安定が求められ
ている。
２．五感を育み、感性を豊かにする
現実の五感とそこから想像し広がる世界。
３．目標が生まれる
土の力、太陽の力は植物たちを育てる大きな力です。
種を蒔き発芽し花をつけ、やがて実をつける。それが人をも育てます。
毎日でもその生長を見たく、飽きることなどありません。
４．オアシスを作る
手足を動かし、時に手足を止めて、心安らぐ時を過ごす。
５．仲間づくり
同じ趣味を持つ仲間が作れる。畑談議にも笑顔がこぼれます。
６．協調性
農作業は、一人では無理が生じます。協力する気持ちが必要です。
協力する気持ちの向上につながる。
７．健康道場
からだのすべてを使うことにより、病気にならない心身を形成する。
　２０１０年、食を通して、農と癒しの場をご提供できればと考え、モ
ナの丘に農家レストランを併設いたしました。
　このような取り組みを行う中で、次代を担うであろう若者や子どもたち
と接しながら、農業を通じての五感塾の重要性を痛感することが多く
なって参りました。
　毎年収穫体験に参加されるお子様のご両親と年配の方を受け入れ
るたびに感じることです。
　まず、畑で土を触ったことがない、農作物はどんな形をしているか、
大きいもの、小さいものもあるのはどうして？ こんなに差があるの？ いろん
な感想が飛び交います。
　また、畑の中に小さな生き物がいっぱい動いているのを怖がる子ども、
興味本位で触ってみる子ども、珍行動や珍現象が見られ、楽しみが
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■本日のスマイル  22,000円
■累　　　　 計  685,000円
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□出席報告：出席委員会　  3月7日
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　2月１4日（修正）完全欠席 ＝ 青木、市川、一ノ瀬、江尻、小川、三枝、澁谷（直）、鈴木（雅）、竹村、中山（智）、中山（義）、松井、松山、溝渕、若林

会報委員長  栗林　担当委員  栗林　柏原　森泉　中村（文）　鈴木（昌）　足立　米田　松井　鈴木（晴）　須坂　吉田　小川　若林　大谷　江尻　中山（義）

鈴木　昌彦 君
★桑田会員の卓話楽しみにしてきました！
　少しずつですが、ウィズコロナへの移行に向けて見直しが進んでい
ます。
　今年度を含めた数年分の思い（予算？）を込めて、次年度は青少
年奉仕などの活動ができるといいなぁ～と思います。
佐伯　外次 君、黒河内　三郎 君
★桑田さんの卓話を楽しみにして参りました。
中村　辰雄 君、杉﨑　信一 君
★草薙様、ようこそいらっしゃいました。
　桑田さんの卓話楽しみにしておりました。宜しくお願いします。
長瀬 　徹 君
★いつも朗らかな桑田様、本日は卓話楽しみにしております。宜しくお
願いいたします。

増します。虫の名前を聞かれますが、わからないことが多いです。
　土については、触った感じ、気持ちいい、微生物が大地を肥沃に
していることについて教えて、その場で土を触っての体験。
　収穫した野菜や果物は、その場で食べてもらう味覚体験も行ってい
ます。
　この農業体験で頭脳を育み、体を鍛え、子ども大人ともに感性豊か
な人間形成につながると、わたし自身感じております。
ファーマーズ寺子屋
　地球温暖化により、地球規模で住環境、食を取り巻く環境が変わっ
てきました。そんな中、わたしたちは経済優先主義で、お金、お金を
求めて活動している毎日のようです。
　生きているすべての動植物は生きるために食べる。そして健康を維
持する。これは基本中の基本です。
　これからの時代は、子どもからお年寄りまで最低限生きるための食べ
物程度は「自給自食」できるよう社会環境を形成していくことが求めら
れる時代が到来するのではないでしょうか。
　将来１０年、２０年、３０年を予測しながら、子どもたち、これから生
まれるであろう赤ちゃんのために「農業」という営みを広く教え伝える責
務があると感じます。また、子どもたちに残してやれるものはお金ではなく、
生きるための体験に根差した農業教育と考えます。
　一方、高齢化社会は進む一方であり、生涯現役、心身ともに健康
寿命を伸ばすため、このファーマーズ寺子屋を推進したいと考えます。

　２月２８日（火）に第四グループと合同で京懐石りほうにて行いました。
　出席者は市川会員、栗林会員、中村辰雄会員、中村好孝会員と
澁谷直樹の５名でした。
① 裁判所の合議化について
相模原市は政令指定都市であることも鑑みて、大きな案件も取り扱
うので裁判所の合議化は当然だと考え賛成する。

② 松山会員の講演について
過去の事例からもグリーンホールで開催される同種の企画にはクラブ
でポリオ募金を募りたい。

③ ミャンマーへの植樹について
現地の今の情勢が不安定なことを考慮して同地への植樹は見合わ
せたい。

　また、他の国への植樹の案も現地の情勢や関わる団体、今後の関
わり方などよく調べないといけない。

■本日のスマイルBOX
草薙　喜義 様（相模原西ＲＣ）
★久しぶりに訪問させていただきました。
　合同例会を楽しみにしております。どうぞよろしくお願い致します。
徳久　京子 君、藤原　新一 君
★草薙様、ようこそお越し下さいました。楽しんでいって下さい。桑
田様、本日の卓話楽しみにしております。来週はホワイトデーです、
お忘れなく！
岩本　勉 君
★今日は結婚念日がありますので、スマイルします。
栗林　一郎 君
★草薙次年度ＡＧ、ようこそいらっしゃいました。
足立　旬一 君
★相模原西ＲＣ草薙様、ようこそおいでくださいました。
　変幻自在な桑田様、卓話を楽しみにしております。
江田　昌弘 君
★誕生日プレゼントをありがとうございました。

■慶祝
結婚記念日祝 
3月 6 日 市 川  孝 幸 君
3月18 日 松 山  隆 雄 君
3月26 日 岩 本  　 勉 君

誕生日記念祝 （ご夫人）
3月 4 日 渋 谷  　 勝 君 夫人 せつ子 様
3月 8 日 三 枝  富 博 君 夫人 美代子 様
3月14 日 大 貫  恭 嗣 君 夫人 富美子 様

誕生日記念祝 
3月 2 日 江 田  昌 弘 君
3月12日  小野田 勝 宏 君
3月14日  大 貫  恭 嗣 君
3月30日  鈴 木  昌 彦 君

■本日のビジター

草薙　喜義 様（相模原西ＲＣ）
くさなぎ きよし

【横のページ】
●５ページ
　ＲＩ会長メッセージで日本であった裏千家の大宗匠の千玄室とガバナー
を２期務めユタ州パークシティの１００歳のロータリアンが平和構築者として
人生を送るためにロータリーを選んだことに感動し、相違点よりも共通点の
方が多いということに気づいたという話で、その通りだと私自身も共感した。
●２８ページ
Ｆｏｏｄ ｆｏｒ Ｔｈｏｕｇｈｔ
　鎌倉ＲＣ 久保田英男さんの記事で厨房、腕を選ばず？の記事では包丁
の由来や厨房機器のおすすめなどが書かれており、料理をされない方は
是非トライしてみてくだい。

担当 ： 柏原　政人ロータリーの友３月号紹介
【縦のページ】
●４ページ
　（株）八木沢商店 河野社長の記事で震災から復興へ発酵で町つくり
と言うことで３月１１日の東日本大震災から今年で１２年が経ちましたが、皆
さんもこの記事を読んで当時のことをよく思い出し危機意識を改めて持つ
ことが必要であります。
●１３ページ
　レジェンドゴルファー藤本繋さんの卒寿を祝う会の中で、７２歳のとき公式
競技でスコア６９と憧れのエイジシュートを何回も達成している腕をお持ちで
あっても、ゴルフは上手くなることも大切ですが、ゴルフを通じで多くの良き
友を得たことが最大の宝と言うことが書かれておりまして、まったくその通り
と共感しました。
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